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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第77期

第２四半期
連結累計期間

第78期
第２四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自　2022年１月１日
至　2022年６月30日

自　2023年１月１日
至　2023年６月30日

自　2022年１月１日
至　2022年12月31日

売上高 (千円) 14,158,812 15,904,181 27,534,315

経常利益 (千円) 579,275 1,329,432 1,011,513

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 437,415 909,115 750,291

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 719,238 1,164,152 889,555

純資産額 (千円) 25,591,454 25,903,654 25,627,741

総資産額 (千円) 34,109,813 35,512,589 33,018,164

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 86.85 181.54 149.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 70.2 68.5 73.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 664,783 3,306,325 △586,388

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △234,131 △453,106 1,850,228

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,354,123 △890,019 △1,517,148

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 6,166,604 8,796,064 6,774,916
 

 

回次
第77期

第２四半期
連結会計期間

第78期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.53 92.02
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第77期、第77期第２四半期連結累計期間及び第78期第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額

の算定上、取締役向け株式交付信託が保有する当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間(2023年１月１日～2023年６月30日)におけるわが国経済は、コロナ禍による経済社会

活動への制約がほぼ解消され、終息に向けた動きが加速しております。特に外食産業における個人消費も増加して

おり、企業も設備投資の再開をするなど景気の緩やかな回復が続いております。しかし、一方で世界的な金融引き

締めや地政学リスクに伴う資源価格高騰などによる世界経済の減速が、日本経済の下振れ要因となり依然として先

行き不透明な状況が続いております。当社グループの主要顧客である食品流通業界におきましては、販売価格の値

上げにより消費マインドが低迷していることや、光熱費、人件費の高騰によるコスト増加など厳しい経営環境が継

続しております。

このような中、当社は「中長期経営計画N-ExT 2023」の最終年度を迎え、「冷やす」技術をもとに最良の製品・

サービスを生み出し、顧客と共に新しい課題に取り組むことで社会に貢献することをコンセプトに本計画を実行し

ております。

当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績は、小売り店向けの売上について、アフターコロナを見据えた

店舗改装や省エネ対策などによる改装投資が増加したことに加え、資材価格高騰の一部価格への転嫁が進んだ効果

などにより昨年の実績を上回りました。また、物流センター等の倉庫物件向け売上についても、顧客のEC事業への

投資増加などにより昨年の実績を上回りました。メンテナンス売上については、提案型のメンテナンスと空調のメ

ンテナンス売上が伸び、昨年の実績を上回りました。

中国における売上については、中国政府による「ゼロコロナ」政策が解除されたものの景気の回復には至らない

状況ですが、昨年はコロナによるロックダウンの影響が大きかったため、昨年の実績を上回ることができました。

利益については、日本国内は原材料価格や光熱費の高騰が継続している状況となりましたが、改装需要の増加、

コストダウン活動の推進、生産性の改善などにより増益となりました。中国においては、小売り店の投資抑制が継

続している影響により、昨年に引き続き営業損失となりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は159億４百万円(前年同期比17億45百万円、12.3％増)、経常利

益は13億29百万円(前年同期比７億50百万円、129.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は９億９百万円(前

年同期比４億71百万円、107.8％増)となりました。

「中長期経営計画N-ExT 2023」に基づく事業別売上は次のとおりであります。

単位：百万円（百万円未満切捨て）

事　業　区　分 2022年売上高
構 成 比
（％）

2023年売上高
構 成 比
（％）

前年
同期比
（％）

ショーケース・倉庫事業 11,238 79.4 12,566 79.0 11.8

メ ン テ ナ ン ス 事 業 2,240 15.8 2,503 15.8 11.8

海　　 外 　　事　　 業 680 4.8 833 5.2 22.6

合　　 　　　　　計 14,158 100.0 15,904 100.0 12.3
 

 
「ショーケース・倉庫事業」は、ショーケース事業売上においては小売り店の店舗改装投資が増加したこと、価

格改定による効果などにより昨年の実績を上回りました。物流センター等の倉庫事業についても顧客のEC事業への

投資などの増加により昨年の実績を上回りました。その結果、前年同期比11.8％増となりました。
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「メンテナンス事業」は、継続的に提案メンテナンス等を実施しており、需要を掘り起こした結果、前年同期比

11.8％増となりました。

「海外事業」は、中国政府による「ゼロコロナ」政策の解除後も景気の回復には至っていませんが、昨年はコロ

ナによるロックダウンの影響が大きかったため、前年同期比22.6％増となり、昨年の実績を上回ることができまし

た。

 
なお、当社グループの事業は食品店舗向けの冷凍・冷蔵ショーケース等の製造・販売並びにこれらの付随業務か

らなる単一セグメントであるため、セグメント情報の記載をしておりませんが、所在地別の業績の概況は次のとお

りであります。

①日本

国内の売上高は、当社グループの主要顧客である食品流通業界におきましては、販売価格の値上げにより消費

マインドが低迷していることや、光熱費、人件費の高騰によるコスト増加など厳しい経営環境が継続しておりま

すが、省エネ対策などによる改装投資が増加したこと、価格改定による効果などにより昨年の実績を上回りまし

た。物流センター等の倉庫物件向け売上についても、顧客のEC事業への投資の増加などにより昨年の実績を上回

りました。提案型のメンテナンスと空調のメンテナンス売上は伸び、昨年の実績を上回りました。

その結果、150億70百万円(前年同期比15億92百万円、11.8％増)となり、営業利益は14億円(前年同期比７億22

百万円、106.4％増)となりました。

②中国

中国の売上高は、昨年はコロナによるロックダウンの影響が大きかったため実績を上回りましたが、利益につ

きましては、小売り店の投資抑制が継続している影響により営業損失となりました。

その結果、売上高は９億10百万円(前年同期比１億85百万円、25.6％増)となり、営業損失は１億23百万円(前年

同期は１億63百万円の営業損失)となりました。

 
(2) 財政状態の状況

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は355億12百万円となり、前連結会計年度末と比較して24億94百万円の増加

となりました。

(流動資産)

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は269億54百万円となり、前連結会計年度末と比較して29億50百万円の増

加となりました。これは主に現金及び預金が前連結会計年度末と比較して29億22百万円増加し、仕掛品が２億63百

万円増加したことなどによります。

(固定資産)

当第２四半期連結会計期間末の固定資産は85億58百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億56百万円の減

少となりました。これは主に投資有価証券が２億20百万円増加した一方、定期預金(投資その他資産「その他」)が

５億72百万円減少したことなどによります。

(流動負債)

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は62億65百万円となり、前連結会計年度末と比較して21億43百万円の増

加となりました。これは主に契約負債が９億50百万円増加、支払手形及び買掛金が５億80百万円の増加及び未払法

人税等が４億64百万円増加したことなどによります。

(固定負債)

当第２四半期連結会計期間末の固定負債は33億43百万円となり、前連結会計年度末と比較して75百万円の増加と

なりました。これは主に役員株式給付引当金が80百万円増加したことによります。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産は259億３百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億75百万円の増加

となりました。これは主に利益剰余金、その他有価証券評価差額金がそれぞれ１億48百万円増加したことなどによ

ります。

この結果、自己資本比率は68.5％となり、前連結会計年度末と比較して4.5ポイントの減少となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前連結会計年度末

に比べ20億21百万円増加し、87億96百万円となりました。その内容の主なものは次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において営業活動による資金は、33億６百万円の増加(前年同期は６億64百万円の増

加)となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益の確保が13億35百万円及び減価償却費２億３百万

円、仕入債務の増加が５億53百万円、契約負債の増加が９億46百万円あったことなどによります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動による資金は、４億53百万円の減少(前年同期は２億34百万円の減

少)となりました。この主な要因は、定期預金の預け入れによる支出が３億円、有形固定資産取得による支出が65百

万円、無形固定資産取得による支出が99百万円あったことにより資金が減少したことによります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動による資金は、８億90百万円の減少(前年同期は13億54百万円の減

少)となりました。この主な要因は、配当金の支払が７億61百万円あったこと、また株式報酬制度信託のための自己

株式の取得による支出が１億27百万円あったことなどによります。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 
(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は１億68百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,068,000 5,068,000
東京証券取引所
スタンダード市場

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式
単元株式数100株

計 5,068,000 5,068,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

－ 5,068,000 － 822,650 － 522,058
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(5) 【大株主の状況】

2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱光通信 東京都豊島区西池袋１-４-10 1,489 29.39

中野冷機取引先持株会 東京都港区芝浦２-15-４ 329 6.49

光通信㈱ 東京都豊島区西池袋１-４-10 291 5.76

㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町１-５-５ 239 4.72

ヤマザキ・シー・エー㈱ 静岡県浜松市中区上島２-19-20 204 4.03

中野　誠子 東京都目黒区 155 3.07

青木　由貴子 東京都目黒区 150 2.96

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１-８-12 105 2.09

須藤　勝美 神奈川県藤沢市 99 1.97

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２-７-１ 90 1.78

計 － 3,154 62.25
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 400
 

－

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式
単元株式数100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,061,800
 

50,618 同上

単元未満株式 普通株式 5,800
 

－ －

発行済株式総数 5,068,000 － －

総株主の議決権 － 50,618 －
 

　（注）「単元未満株式」の欄には、自己保有株式が55株含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

中野冷機株式会社
東京都港区芝浦二丁目
15番４号

400 － 400 0.008

計 － 400 － 400 0.008
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年１月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,232,270 18,154,868

  受取手形、売掛金及び契約資産 4,737,584 4,634,118

  電子記録債権 205,596 193,653

  商品及び製品 1,312,494 1,315,073

  仕掛品 425,080 688,213

  原材料及び貯蔵品 1,694,436 1,565,489

  その他 396,122 402,604

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 24,003,586 26,954,021

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,460,093 5,531,835

    減価償却累計額 △4,219,981 △4,323,443

    建物及び構築物（純額） 1,240,112 1,208,391

   機械装置及び運搬具 4,245,344 4,335,714

    減価償却累計額 △3,396,992 △3,542,976

    機械装置及び運搬具（純額） 848,351 792,738

   土地 1,131,921 1,131,921

   建設仮勘定 101,118 93,511

   その他 927,435 941,473

    減価償却累計額 △818,292 △830,623

    その他（純額） 109,142 110,850

   有形固定資産合計 3,430,646 3,337,413

  無形固定資産   

   土地使用権 222,389 226,675

   その他 555,078 616,189

   無形固定資産合計 777,468 842,865

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,251,138 3,471,218

   繰延税金資産 753,753 688,078

   その他 825,084 243,107

   貸倒引当金 △23,513 △24,116

   投資その他の資産合計 4,806,462 4,378,288

  固定資産合計 9,014,578 8,558,567

 資産合計 33,018,164 35,512,589
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,875,701 2,456,147

  契約負債 490,644 1,441,136

  短期借入金 250,000 250,000

  未払費用 653,633 971,971

  未払法人税等 29,946 494,920

  未払消費税等 111,965 156,945

  賞与引当金 79,359 119,080

  製品保証引当金 56,360 52,744

  工事損失引当金 336,888 202,002

  その他 237,921 120,963

  流動負債合計 4,122,420 6,265,910

 固定負債   

  繰延税金負債 2,624 2,530

  役員退職慰労未払金 87,526 87,526

  役員株式給付引当金 187,847 267,907

  退職給付に係る負債 2,497,183 2,480,755

  資産除去債務 26,173 26,175

  その他 466,647 478,128

  固定負債合計 3,268,002 3,343,023

 負債合計 7,390,422 9,608,934

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 822,650 822,650

  資本剰余金 522,058 522,058

  利益剰余金 21,731,171 21,880,149

  自己株式 △307,451 △435,553

  株主資本合計 22,768,429 22,789,304

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 764,665 913,295

  為替換算調整勘定 556,188 631,947

  その他の包括利益累計額合計 1,320,853 1,545,242

 非支配株主持分 1,538,458 1,569,106

 純資産合計 25,627,741 25,903,654

負債純資産合計 33,018,164 35,512,589
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 14,158,812 15,904,181

売上原価 12,632,471 13,434,466

売上総利益 1,526,341 2,469,715

販売費及び一般管理費 ※  1,007,322 ※  1,192,247

営業利益 519,018 1,277,468

営業外収益   

 受取利息 24,812 22,576

 受取配当金 27,956 26,793

 為替差益 5,514 302

 受取地代家賃 1,115 1,206

 その他 4,127 4,493

 営業外収益合計 63,526 55,372

営業外費用   

 支払利息 3,269 3,408

 営業外費用合計 3,269 3,408

経常利益 579,275 1,329,432

特別利益   

 ゴルフ会員権売却益 － 6,500

 特別利益合計 － 6,500

特別損失   

 固定資産除却損 0 628

 特別損失合計 0 628

税金等調整前四半期純利益 579,275 1,335,303

法人税等 194,078 465,164

四半期純利益 385,197 870,139

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △52,218 △38,976

親会社株主に帰属する四半期純利益 437,415 909,115
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 385,197 870,139

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △71,703 148,630

 為替換算調整勘定 405,744 145,383

 その他の包括利益合計 334,041 294,013

四半期包括利益 719,238 1,164,152

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 577,145 1,133,505

 非支配株主に係る四半期包括利益 142,093 30,647
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 579,275 1,335,303

 減価償却費 239,466 203,276

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,211 △459

 賞与引当金の増減額（△は減少） 40,076 39,721

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △47,436 △3,947

 役員退職慰労未払金の増減額（△は減少） △58,671 －

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △74,571 80,059

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △31,646 △16,428

 受取利息及び受取配当金 △52,769 △49,370

 支払利息 3,269 3,408

 工事損失引当金の増減額（△は減少） 137,835 △134,886

 固定資産除却損 0 628

 売上債権の増減額（△は増加） 817,233 151,401

 棚卸資産の増減額（△は増加） △137,698 △109,513

 その他の資産の増減額（△は増加） 62,221 △59,231

 仕入債務の増減額（△は減少） △262,510 553,736

 契約負債の増減額（△は減少） 10,225 946,139

 その他の負債の増減額（△は減少） △59,976 221,319

 ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △6,500

 その他 △121,426 57,943

 小計 1,023,685 3,212,603

 利息及び配当金の受取額 31,006 52,395

 利息の支払額 △5,527 △5,645

 法人税等の支払額 △391,833 △15,632

 法人税等の還付額 7,454 62,604

 営業活動によるキャッシュ・フロー 664,783 3,306,325

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △134,775 △65,574

 無形固定資産の取得による支出 △99,261 △99,252

 定期預金の増減額（△は増加） △0 △300,000

 投資有価証券の取得による支出 △5,751 △5,915

 貸付金の回収による収入 5,634 6,813

 差入保証金増減額（△は減少） 23 △3,176

 ゴルフ会員権の売却による収入 － 14,000

 投資活動によるキャッシュ・フロー △234,131 △453,106

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △293 △128,101

 自己株式の売却による収入 62,860 －

 配当金の支払額 △1,416,690 △761,918

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,354,123 △890,019

現金及び現金同等物に係る換算差額 111,717 57,948

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △811,754 2,021,148

現金及び現金同等物の期首残高 6,978,359 6,774,916

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  6,166,604 ※  8,796,064
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(会計上の見積りの変更)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用の計算

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 
(追加情報)

該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

当座貸越契約及び貸出コミットメント

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結

しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
 

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

当座貸越限度額及び貸出コミットメント
の総額

1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 250,000 250,000 

差引額 1,050,000 1,050,000 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

製品保証引当金繰入額 27,055千円 17,630千円

給料手当 421,820 434,044 

賞与引当金繰入額 23,965 24,219 

退職給付費用 11,921 12,160 

役員株式給付引当金繰入額 △11,740 80,059 

貸倒引当金繰入額 △19,176 △459 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年６月30日)

現金及び預金勘定 16,932,998千円 18,154,868千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,766,393 △9,358,804 

現金及び現金同等物 6,166,604 8,796,064 
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2022年１月１日　至　2022年６月30日)

　配当に関する事項

　配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月25日
定時株主総会

普通株式 1,418,959 280 2021年12月31日 2022年３月28日 利益剰余金
 

(注)配当金の総額には、役員株式交付信託が保有しておりました当社株式34,400株に対する配当金9,632千円が含まれて

おります。

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2023年１月１日　至　2023年６月30日)

　配当に関する事項

　配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月29日
定時株主総会

普通株式 760,138 150 2022年12月31日 2023年３月30日 利益剰余金
 

(注)配当金の総額には、配当受領の権利確定日において役員株式交付信託が保有する当社株式46,900株に対する配当金

7,035千円が含まれております。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自　2022年１月１日　至　2022年６月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　2023

年１月１日　至　2023年６月30日)

当社グループの事業は、食品店舗向けの冷凍・冷蔵ショーケース等の製造、販売並びにこれらの付随業務の単

一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

分野別
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

　　至　2022年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日

 　至　2023年６月30日）

ショーケース・倉庫事業 11,238,552 12,566,887

メンテナンス事業 2,240,126 2,503,510

海外事業 680,133 833,784

計 14,158,812 15,904,181
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
至　2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 86円85銭 181円54銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 437,415 909,115

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

437,415 909,115

普通株式の期中平均株式数(株) 5,036,347 5,007,923
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計

期間31,357株、当第２四半期連結累計期間59,629株であります。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2023年８月８日

中野冷機株式会社

取締役会　御中

　

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙橋　康之 印
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 南波　洋行 印
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中野冷機株式

会社の2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中野冷機株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告

書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表

の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められ

ている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

 
以　上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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